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国際開発研究者協会（SRID: Society of Researchers 

for International Development）は、国際開発関連機

関（国際機関、政府関係機関、NGOs、開発コンサルタ

ント企業等）で働く事を希望する人達のキャリア開発

を支援するため、カウンセリング、能力開発・向上研

修等のキャリア開発事業を実施しています。その一環

として、キャリア開発事業受講生や国際開発関連機関

への就職を目指す人達にキャリア開発に関する情報

を提供するため、『SRIDキャリア開発』を年 2回 3月

と9月に配信しています。国連機関、世界銀行(世銀、

WB)、アジア開発銀行（アジ銀、ADB）、アフリカ開発銀

行（AfDB）、欧州復興開発銀行（EBRD）、国際協力機構

（JICA）. 開発コンサルタント企業等の国際開発関連

機関に勤務経験のある SRID 会員の知見とネットワー

クを活かし、SRID ならではの情報を発信しています。

第3号では、開発途上国支援で重用な役割を果たして

いる、開発コンサルタントに関する特集を組みました。 

 

 

 

 

 

JICA, 外務省、世銀を経験された後、アイエムジーとい

う、開発コンサルタント会社を起業し、「カイシャ組織に

馴染まない自分には天職」として、チャレンジングな仕事

に毎日挑戦されている、森真一 SRID 会員からのメッセ

ージです。 

【これまでの職歴】 私は1988年に大学の新卒でJICAに

入り、交通インフラや地域開発のマスタープラン作成や

フィージビリティ調査をコンサルタントに委託して実施す

る社会開発調査部に配属されました。3 年後、外務省の

無償資金協力課に出向を命じられ、エジプトやイエメン、

エチオピアなどの無償資金協力の案件選定を担当する

ことになりました。しかしながら、白は白、黒は黒としか

言えない性格の私には、「不要」としか思えない、プロジ

ェクトの開発目的・効果等の本質にはあまり関係のない

様々な点に配慮を迫られる外務省の仕事は全く合いま

せんでした。その結果、頭痛と肩こりに悩まされ、殆どノ

イローゼ状態に陥ってしまいました。JICAに戻してもらう

ことも可能でしたが、JICAの「親会社」たる外務省から逃

げて帰ってきたような烙印を押されるのも癪だったので、

そのまま外務省/JICAを退職して米国イェール大学の経

営大学院に留学し、MBAを取得して世界銀行に応募しま

した。 

 

世界銀行にはヤングプロフェッショナルプログラム（YPP）

という若手職員の登竜門があったのですが、英語で

堂々と自らをアピールできなかった私は面接で落とされ

てしまいました。しかし、幸いなことに世銀の日本人先輩

職員の推薦を得て、当時の日本の大蔵省（現財務省）が

世銀に拠出していたトラストファンドを使って、世銀アフリ

カ局に拾ってもらうことができました。大学時代から第二

外国語であるフランス語に真面目に取り組んでいたこと

もあり、世銀では、フランス語圏アフリカの金融セクター

の改革や公共サービスセクターの民営化などに 2 年間

従事することができました。当時、私は何とかして世銀

の正規職員になるための道を探っていたのですが、一

緒に仕事をしたカナダ人のコンサルタントが、世銀の正

規職員のポジションをオファーされたにも関わらず、「コ

ンサルタントであれば、通勤もしなくてよいし、報酬も高

い。現場の仕事が基本で、世銀職員と違って事務処理も

殆どせずに済む。」と言って辞退したことを知り、「目から

鱗が落ちて」日本に帰国してコンサルタントを始めること

にしました。当時は日本のコンサルタントで国際機関の

経験のある人は多くなかったので、そういった経歴を引

っ提げて日本に帰れば競争に勝てるだろうという目論見

もありました。 

 

【開発コンサルタントの仕事】 33 歳で日本に帰った私は

一人でコンサルタント会社を立ち上げました。大学院で

学んだ経営学の知識と、世銀で学んだ金融と公共セクタ

ー改革の知識をもとに、中小企業振興・金融、公共セクタ

ーの改善に始まり、さらには、農業金融やアグロインダ

途上国開発コンサルタントに求め
られるもの 

 

SRID キャリア開発 森 真一（もり しんいち） 有限会社アイエムジー（http://imgpartners.com） 代表取締役。 

1988年東京大学教養学部教養学科卒。JICA社会開発調査部勤務、外務省経済協力局無償資

金協力課出向後に JICA を退職し、イェール大学経営大学院修了後、1994 年世界銀行入行。

アフリカ局 中央アフリカ・インド洋部 工業・エネルギー課で 2 年間勤務したのち、1996 年に有

限会社アイエムジー設立。中小企業振興、中小企業金融、農業金融、農業バリューチェーン開

発、公共セクターの経営改善を専門とする。 SRID 会員。 

https://www.sridonline.org/index.html
https://www.sridonline.org/career.html
http://imgpartners.com/
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 ストリー、そして農業バリューチェーンの仕事もできるよ

うになり、社員も 15 名にまで増えました。開発コンサル

タントの醍醐味は、常に新しいものを（半ば迫られて）学

び続けることであり、私のように 60 歳近くになっても「今

年の私」は「昨年の私」よりも能力が伸びていることが実

感できる、知的好奇心が満たされる職業だと思っていま

す。逆に言えば、学び続けなければ世の中の役に立た

なくなり、また競争にも勝てなくなってしまう、厳しい職業

であるとも言えます。しかし、そもそも「途上国の人達の

役に立ちたい」と思って始めた仕事なのですから、こうし

て勉強を続けることは全く苦になりません。さらに、競争

力をつけて仕事を多く受注できれば報酬も比例して増え

ていきます。知的にも金銭的にも全ては自分に返ってく

る「自己責任」のコンサルタント業は、カイシャ組織に馴

染まない自分には天職だったと言えます。 

 

開発コンサルタントとして、これまで興味深いプロジェク

トをいくつもやってきましたが、例えば、アジスアベバに

あるアフリカ連合事務局やナミビア貿易産業省の事務手

続き改善のプロジェクトなどは特に興味深く、学びも多

かったです。

途上国政府

の事務手続

きが回らない

のは、個々の

職員の能力

が低いためと

か怠惰だか

らというケー

スはむしろ少

なく、事務を効率よく流すシステムが組織の中に存在し

ていないためが殆どであり、誰もがフラストレーションを

抱えているのです。そこで、我々コンサルタントが手続

きを一つ一つ追いかけて、どこにボトルネックがあって

事務が止まっているのか明確にしてそれぞれ対策を講

じれば、結果的に事務がスムーズに流れていくようにな

るのです。こうしたことは、「問題を発見して改善する」た

めの強い意思とコミュニケーション能力があれば出来る

ことです。開発コンサルタントの仕事は、技術的な専門

性もさることながら、「観察・分析によってギャップを見つ

け、自分の頭を使ってその解決方法を探る」ことの繰り

返しだと思っています。 

 

【日本のコンサルタント業界の問題】 日本の多くのコン

サルタント会社が、発注者である JICA の顔色を見なが

ら仕事をしていることに、私は不満を感じています。開発

プロジェクトは複雑で、それらのプロジェクトを形成した

り実施したりするために必要な専門性や現場の知識や

コミュニケーションスキルを全ての JICA 職員が十分に

持ち合わせている訳ではありません。 

 

その限界の中でコンサルタントに業務を発注するわけで

すから、JICAの考え方やアプローチが常に正しいという

保証はないのです。また、プロジェクトは「生き物」です

から、時間とともに状況が変わる、あるいは新たな事実

が発見されることはいくらでもありますから、その変化に

応じてコンサルティングの内容も変化させなければ、効

果・インパクトが限られたものになってしまい、結果的に

日本国民の税金が無駄に使われてしまうことになります。

したがって、誤っていることは「誤っている」とはっきり指

摘することが、日本の ODAでは極めて重要ということに

なります。しかしながら、JICA に忖度しているのか、は

たまた自分の能力に自信がないのか、言うべきことを言

わないコンサルタントが非常に多く、これは極めて嘆か

わしいことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践から学ぶことの重要さ】 我々民間セクター開発の

コンサルタントが、「絵にかいた餅」ではなく、現実に根ざ

した提言をするためには、自ら投資をしてその結果から
アフリカ連合委員会におけるワークシ
ョップ（2016年）森真一 

セネガルで稼働している籾殻燃料製造
機械（2022年）森真一 
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 学ぶことが欠かせないと思っています。私の会社では、

コンサルタント業で儲けた資金を用いて、インドネシアの

南スラウェシで高原野菜を契約栽培で育てて冷凍加工し

て日本に輸出するプロジェクトや、日本の技術を用いて

セネガルのコメの籾殻から燃料を作り出して販売するプ

ロジェクトなどを、自前で実施しています。これ以外にも

いろいろな投資を試みており、失敗例もたくさんあります

が、投資で得られた教訓がコンサルティング業に直接役

に立ち、またコンサルティングで得た知見を投資の現場

に活かすことが出来るという相乗効果があります。 

 

【まとめ】 上記のように、外務省に出向させられたことを

きっかけにして、私は JICA職員としてのキャリアから外

れて、現在に至りました。外務省出向時代は、精神的に

ボロボロで「人生のどん底」でしたが、JICA を辞めて「失

うものがない」状態にまで一旦追い込まれたことが、今

の自分の強さの源泉であるように思います。ピンチがチ

ャンスを生む、ということが言われますが、まさにそれに

よって、今はこんなにチャレンジングなことに毎日楽しく

取り組めています。人生には無数の道があるわけです

から、やりたいことにとにかくチャレンジすることが大切

だと思っています。 

 

 

 

 

 

 

商社勤務を経て、OPMAC 株式会社の上席コンサルタン

ト（https://www.opmac.co.jp/）として海外の現場で

活躍されている、若手開発コンサルタントの中川和広

さんに、開発コンサルタントの遣り甲斐、公私にわた

るチャレンジ等についてお話しを伺いました。 

 

大学時代からOPMACに入社されるまでの経緯を聞かせ

てください。 

大学時代には、将来開発の仕事をしようという明確な

意識はありませんでしたが、興味深い国際経済の講義

を受講したことがきっかけとなり、国際的な事に関心

を持つようになりました。その講義をしてくれた恩師

の影響もあり、アメリカの大学院に留学しました。帰

国後、機械関係の専門商社に就職し、発電所建設事業

の契約管理を行うセクションに配属されました。3 年

ほど、東京の本社で仕事の基礎を学び、インドネシア

のジャカルタに2年半駐在し、コントラクターの立場

で円借款による発電所建設事業2件などの契約管理を

担当しました。 

ジャカルタ勤務を終え、本社に戻ったのですが、また

遣り甲斐のある海外の現場で働きたいと考えていま

した。そんな時、大学時代の同期でOPMACのコンサル

タントとしてバングラデシュに駐在していた友人か

ら、彼の後任を務めないかとの誘いがありました。正

直言って、諸待遇面では商社の方が良かったことは事

実でしたが、大変なこともあるものの、すごく遣り甲

斐のある、海外の現場で、再度働きたいと言う気持ち

を強く持っていました。また、商社の仕事はあくまで、

開発=ビジネスの視点で行われるため、実施機関と利

害関係が一致しないこともありました。私は、より開

発途上国に寄り添いながら、その国の発展のための仕

事がしたいと思い、OPMACへの転職を決めました。 

 

商社からOPMACに移り感じられたことはどんなことで

すか？OPMAC ではどのような、お仕事をされています

か？特に印象に残るプロジェクトや仕事がありまし

たら、教えてください。 

先ず、商社とOPMACの企業文化が全く違うということ

に驚きました。商社は大企業であり、マネ―ジメント

や上下関係が組織的で、個人の名というより、会社の

名を背負って仕事をしている感じでした。一方 OPMAC

はスリムな組織で、責任をとって仕事の成果を上げて

いる限り、厳しいけれど個人の主体性が尊重され、あ

まり組織的な拘束は受けない、自由な雰囲気の職場だ

と感じました。 

 

OPMACの初仕事は、JICAバングラデシュ事務所のイン

ハウス・コンサルタントとして、実施機関の円借款手

続きを支援する仕事で、貸付管理やプロポーザル招請

若手開発コンサルタントに聞く：
「専門性を磨くべき」 

 

中川和広（なかがわかずひろ）上席コンサルタント、OPMAC 株式会社。 

約 5 年半の商社勤務を経て、2012 年より OPMAC に入社。商社勤務時に約 3 年間インドネシ

アに駐在し、円借款の発電所建設事業の契約管理に従事した。この経験を活かし、OPMAC で

もバングラデシュ、ミャンマーなどを中心に、円借款事業の調達等実施促進業務に携わる。そ

の他、円借款事業の準備調査業務、事後評価業務などにも従事。 

埼玉大学教養学部卒業、カリフォルニア大学サンディエゴ校環太平洋国際関係大学院修了。 

https://www.opmac.co.jp/
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 状作成のサポート等の仕事をしました。商社の時は、

あくまで、実施機関とコントラクターの関係でしたが、

バングラデシュでは、実施機関の人達ともっと近い距

離で仕事をすることが出来ました。OPMAC の大先輩と

組んで、円借款の手続きの詳細を学ぶことが出来たの

はいい経験でした。バングラデシュの仕事の後、ミャ

ンマーの新首都ネピドーで、建設省や、電力エネルギ

ー省、ミャンマー国鉄を始めとする色々な実施機関の

円借款事業の支援業務を担当しました。これらの経験

を通じて自分の業務責任及び範囲が広がり、現在はエ

ジプト、タンザニア、インドなどの様々な国での業務

を担当しており、仕事もより充実し、さらに楽しくな

っています。 

 

開発コンサルタントとしていい仕事をするためには、

どのような能力が必要でしょうか？ 

先ずは、頭を使い、手を使い、体を動かし、クライア

ントの為に、役に立つ具体的な成果をあげることが大

切です。また、現場では、想定したとおりに物事が進

まないことが多いので、柔軟に様々な問題を解決して

いく対応能力が大事です。私は専門分野が明確な工学

系コンサルタントではなく、文系のコンサルタントな

ので、自分の専門性は何なのか、売りは何なのかをは

っきりさせることが重要だと思っています。また、ク

ライアントに、物事を分かりやすく説明する能力も大

切です。何故なら、クライアントが私の提案を本当に

理解できないと、彼等の上司や監督官庁を説得できな

く、その結果、事業が滞るリスクがあるからです。 

 

 

公私にわたり開発コンサルタントとして大変な事、苦

労する事は何ですか？ 

何といっても、ワーク・ライフ・バランスをどうとっ

ていくかです。１年の殆どを海外で過ごしているため、

家族と過ごす時間を作ることが非常に難しいです。６

才と４才の子供がいますが、彼等の成長をしっかりと

身近で見ることができないのはとても残念です。ただ

し、コロナ危機のこれまでの２年間では、海外出張が

少なくなり、在宅ワークで家族と過ごす時間が増えま

した。コロナ危機を機会に働き方が変わったとともに、

ビデオ通話が発達したので、家族と頻繁に Online で

交流できる様になりました。しかしビデオ通話をする

と余計家族に会いたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事面では、工学系のコンサルタントと違い、コンサ

ルタントの初期のころは、自分の専門分野を聞かれて

も明言できないことがあり、経験を積むまで、辛い思

いもしました。今では円借款事業の仕組みに精通した

プロジェクトマネージメント及び調達の専門家とし

て、クライアントたる実施機関に対して、例えば、事

業実施をめぐるトラブルが生じた際に、契約上どの条

項を適用し、どのような対策を取るべきか等、アドバ

イスができるようになりました。しかし、円借款事業

で用いられる契約約款やガイドライン等は、適時改訂

が行われるので、絶えず知識のアップデートをしなけ

ればなりません。 

 

仕事に関する今後の抱負をお聞かせください。 

これまでは事業監理や実施支援を担当してきました

が、今後は新規案件の形成をもっとやりたいと思って

います。今まで培ってきた円借款事業のプロジェクト

マネージメントや調達業務の専門性を活かして、新規

案件形成時に事業のよりスムーズな進捗が見込める

スキームや仕組みを提案していきたいです。開発コン

サルタントは、様々な国で様々な人と仕事ができる遣

り甲斐のある職業です。今後も自身の専門性を強化し

て、「中川だから仕事をお願いしたい」と言われるよう

なプロフェッショナルになりたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バングラデシュでの母子保健事業視察（2014年）
中川和広 

ミャンマーで実施した調達セミナー（2017年） 
中川和広 
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 最後に開発の分野でキャリアを積んでいこうと考え

ている人達にアドバイス、メッセージをお願いいたし

ます。 

開発の仕事と一言で言っても、色々な仕事とそれぞれ

の立場があります。例えば、JICA、国際機関、開発コ

ンサルタント、コントラクター、NGO 等が挙げられま

す。立ち位置が違えば、仕事の内容も、開発途上国の

政府、実施機関、途上国の人達との接し方も大きく違

ってきます。まず、自分が何をしたいのか、何に成り

たいのか、色々な立場の方から情報収集しつつ、よく

考えてください。開発コンサルタントになりたい人は、

専門性を持つことが重要なので、自分の売りは何なの

かをよく見極め、その能力を養ってください。専門性

がなければ、仕事を取ることも難しくなります。ロー

ルモデルとなる方がいるのであれば、その方の仕事の

やり方を注視しつつ、指導を受けながら、勉強してい

くという方法もあります。 

 

 

 

 

SRID 会員からの開発コンサルタントを目指している

人達への一言アドバイスです。 

 

➢ 開発コンサルタントに限らず、嘘をつかないこ

と、つまり誠実であることが「人として」求めら

れています。常に「見られている自分」を意識し

てください。柴田英知 

➢ その国の歴史や文化を尊重し、多様な選択肢の中

から最適解を提案する。たえず専門性を磨いて、

人間としても成長したい。高津俊司 

➢ 途上国の人々は、わたしたちの協力に感謝します

が、内心では「いつかは外国援助に頼らず、自立し

たい」という思いを静かにたぎらせているのです。

福田幸正 

➢ 常に住民の生活向上という事業目的達成を第一と

して、事業主と援助実施機関の間の連携、調整に務

めることが重要。担当事業の効果発現に必要な最新

技術、ノウハウの習得と、その実施機関への伝達に

常に努め、そのための関係者とのネットワーク形成

を怠らないこと。不破吉太郎 

➢ 専門知識を駆使し、問題の客観的な状況分析に基づ

く実現可能な解決策を提案し、政府、実施機関、影

響を受ける住民、開発援助機関、NGOs等、プロジェ

クトやプログラムに関わる全てのステークホルダ

ーの立場をよく理解し、クライアントによる解決策

実施を、誠心誠意支える。鈴木博明 

 

 

 

 

SRIDキャリア開発第1号、第2号では英文校閲のソフ

トやAppを紹介しましたが、第3号では、仕事を効率

的に進めるための、経験則に則った、考え方を紹介し

ます。 

 

イタリアの経済学者パレートは富の分配を統計的に

分析し、富の偏在（8割の富が2割の富裕層に集中し、

残りの 2 割の富が 8 割の低所得者に配分されている）

を発見しました。これはパレートの法則とよばれてい

ます。パレートの法則は経済以外にも自然現象や社会

現象など、さまざまな事例に当て嵌められることが多

く、自然現象や社会現象では一部が全体に大きな影響

を持っていることが多いと解釈されています。ビジネ

スの世界でも、仕事の成果の8割は、費やした時間全

体のうちの2割の時間で生み出されると言われていま

す。プロジェクトにしろ、調査研究にしろ、全体の 2

割の時間を投入すれば、仕事の8割まで完成させるこ

とが出来るという、経験則です。 

 

職場では、殆どの人達が複数の仕事を任されます。複

数の仕事を効率よくさばくためには、一つの仕事を完

璧に仕上げてから、次の仕事に取り掛かるよりも。2割

の時間を使って、まず、100点満点のうち、80点の取

れるところまできたら、一旦棚上げして、他の仕事に

取り掛かり、同様に80点レベルまで仕上げていき、こ

のように、自分の持っている仕事を 80 点レベルで概

ね片付けてから、残りの時間を、仕事の締め切り期限

や重要度に応じて使い、順次完成させていくという方

法が効率的です。 

 

例えば、出張報告を上司に提出する時、一番大切なこ

とは、要点を1ページぐらいにまとめることです。ど

んなに、複雑なプロジェクトでも、会議でも、上司に

報告し、その決断を仰がなればならない事は、1 ペー

ジもあれば十分カバーできます。2割の時間を使って、

この要点を書いてしまえば、あとの部分は、要点の詳

細説明や補足部分であるので、自分の持ち時間を考慮

して、その範囲内で仕上げれば十分です。多忙な上司

は、要点の箇所はしっかり目を通しますが、後の部分

一言アドバイス ツールボックス:パレートの法則 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%AE%E6%B3%95%E5%89%87
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 は必要があれば、さっと目を通すだけです。どんな仕

事でも、まず、8 割仕上げてしまえば、精神的にも楽

になります。色々な仕事の中には、80点レベル以上の

完璧さは求められないものもあります。 

 

また、完璧に仕事を 100 点のレベルまで仕上げても、

どんどん状況は変化していくので、仕上げの段階でや

り直しが必要となることもあります。忙しい、ビジネ

スの現場では、決まった時間と予算の中で、出来るだ

け多くの結果を出すことが要求され、それが職場での

評価につながります。ビジネスの世界では、「Done is 

better than perfect.完璧を目指すよりまず終わらせ

ろ！」とよく言われます。公私にわたり、多忙な時間

を過ごされている皆さんは、がむしゃらに仕事をする

のではなく。パレートの法則を適用し、選択と集中を

心がけて下さい。（鈴木博明） 

 

 

 

 

SRID キャリア開発カウンセリング 

SRIDでは、留学準備、進路相談、国際機関への応募方

法CVの書き方、インタビューの受け方、要求される能

力、採用後のキャリア開発について助言する等のカウ

ンセリングを無料で行っています。大学生や高校生の

方で、将来開発途上国の貧困解消や地球温暖化対策等

の世界的課題の解決に貢献したいと漠然と思ってい

るが、そのためにはどんな職業の選択肢があるのかを

知りたい方も歓迎いたします。SRIDホームページにあ

る、下記の SRID キャリア開発事業申請書にご記入の

上お申し込み下さい。SRID キャリア開発事業 申請書 

(fc2.com) 

 

第3回国際開発分野で働く女性フォーラム 

オンライン懇談会を2022年11月5日（土）日本時間

午後8時－10時に開く予定です。今回は国連人口基金、

アジア開発銀行東京事務所長を経て現在同行本部の

副官房長としてご活躍されておられる、児玉治美氏を

お迎えし、子育てをしながらいかに国際機関を昇進・

転職されてこられたかお話し頂きます。その後、参加

者の方々も含めた懇談会を行います。本女性フォーラ

ムは女性限定参加です。本懇談会に関するお問い合わ

せはSRID会員森田宏子(hiroko.morita.lou@gmail.com )

にご連絡下さい。 

 

国際開発関連機関のキャリア関連情報  

採用、セミナー、研修、履歴書の書き方、 面接の受け

方等の有益な情報が財務省、外務省国際機関人事セン

ター、各国際機関等のどのウェブサイトに掲載されて

いるかを整理した、国際開発関連機関のキャリア関連

情報をSRIDのHome Pageで提供しています。 

 

入会のお誘い：SRIDでは会員を募集しています。ご興

味のある方は「入会のお誘い」をご覧ください 

 
 

 

 

開発の主なステークホルダーを車の4輪に例えること

ができるのではないでしょうか。 

先ず、一番大切なのが国民と彼らの自立相互扶助の精

神と気質。次に国民の生活を支え、国民一人一人の希

望を叶えることの出来る、政治、経済・社会制度を提

供・維持する政府とそのガバナンスが挙げられます。

この両輪がうまく噛み合っていれば、その国は成長に

向かって前進していくと思います。ただし、開発途上

国では資本や技術の蓄積が限られているので、国連機

関、MDB（多国籍開発銀行）、JICA等の援助機関や海外

の民間企業がそれらを提供します。 

 

2 輪車が 3輪車になり、開発が加速します。援助機関

は職員の数も限られており、政策、プロジェクトの支

援は、開発途上国の政府／実施機関による実施を監理

する形で行われます。政策やプロジェクトが想定した

通り実施されなければ、期待した成果は上がりません。

開発コンサルタントは、開発途上国の政府や実施機関

に寄り添い、現場の視点から、政策やプロジェクトの

形成及び実施を支えます。開発コンサルタントが第 4

輪として加わることで、開発がさらに加速します。 

 

SRID のキャリア開発事業ではキャリア開発の多様性

に着目しています。SRIDキャリア開発第1号では、国

際開発の世界で仕事をするためには、国際機関以外に

も様々なキャリアパスがある事を説明しました。開発

コンサルタント以外にも、NGO、NPO、民間企業、教育・

研究機関が、援助機関に出来ない、資本や技術の提供

を行っています。SRIDキャリア開発第2号では、国際

開発分野で働く女性のキャリア開発に関する特集を

組みました。SRIDキャリア開発は今後も、国際開発に

関わる様々な仕事に関する情報を発信していこうと

考えています。（鈴木博明） 

ご 案 内 

編集後記 

http://form1.fc2.com/form/?id=311e6032f358e2cd
http://form1.fc2.com/form/?id=311e6032f358e2cd
https://form1ssl.fc2.com/form/?id=311e6032f358e2cd
https://form1ssl.fc2.com/form/?id=311e6032f358e2cd
https://form1ssl.fc2.com/form/?id=311e6032f358e2cd
https://www.sridonline.org/linklist.pdf
https://www.sridonline.org/linklist.pdf
https://www.sridonline.org/SRID_Flyer.pdf
https://www.sridonline.org/SRID_CDI_1.pdf
https://www.sridonline.org/SRID_CDI_2.pdf

